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１． 研究の目的 

本研究では，「打ち水」によるヒートアイランドの抑制

効果の検証を目的とした実証実験を行った．具体的には，

様々な路床材料に対して，同一条件で「打ち水」を実施し，

前後の気温変化の計測を行うことで，路床材料ごとの気

温低減効果を明らかにする． 

 

２． 実験方法 

２－１．研究方法 

路床から鉛直方向に 0 ㎝，30 ㎝，60 ㎝，90㎝，120 ㎝

のところに自記録式温度計（HOBO U-20,onset 社）を付け

た装置（写真１）を用いて，散水後の各高度での気温を 1

秒ごとに 5分間計測した． 

得られた計測結果をもとに 

① コンクリート，アスファルト，レンガ，土（写真２）

に打ち水をした時の気温変化の違い 

② 打ち水をした時の水の散布方法の違いによる気温変

化 

について考察した． 

 

写真１ 自記録式温度計を     写真２ 路床材料 

付けた装置の概観 

 

２－２．気温変化率の計算方法 

「打ち水」を行う前の気温を a とおき，「打ち水」を行

った t分後の気温を bとおく．このときの気温の時間変化

を 

∆=
𝑎 − 𝑏

𝑡
 

と表し，気温変化率と呼ぶことにする． 

この気温変化率を各高度で求め，最も効果が見られ

るもの，また，そうでないものを明確にした． 

 

３．実験方法 

３－１．路床材料，散布方法の違いによる比較 

 

 

 

図１ 路床材料による気温変化の違い 

 

 図１に，路床材料による気温変化の違いについて示す． 

 

平成30年度土木学会関西支部年次学術講演会

Ⅶ- 11



 

 

 

 

 

図２ 散布方法による気温変化の違い 

 

 図２に，散布方法による気温変化の違いについて示す． 

 

３－２．気温変化率の比較 

 図１～図７より得られた数値から図８のような気温

変化率が求められた． 

 

図８ 気温変化率（各高度の平均） 

表１ 気温変化率の平均 

 

 

本研究では，「打ち水」によるヒートアイランドの抑制

効果の検証を目的とし，様々な路床材料に対して，同じ水

の量で「打ち水」を行い，前後の気温変化を計測すること

で，路床材料ごとの温度低減効果を明らかにした． 

その結果，表１より最も効果が見られた路床材料は気

温変化率の平均が 0.32 のレンガであり，散布方法は気温

変化率の平均が 0.40 の霧吹きでであった．また，最も効

果が見られなかった路床材料は 0.03 のコンクリートであ

り，散布方法は-0.09 のじょうろであった．しかし，霧吹

きを使用した際，最も効果が見られたのは，じょうろやひ

しゃくに比べ長時間水をかけていたからだと考えられる． 

 

４．まとめ 

今回の実験で，4 つの路床材料のうち熱伝導率の高いレ

ンガと土が温度低減効果に最も効果が見られたことが分

かった． 
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コンクリート アスファルト レンガ 土

霧吹き 0.43 0.27 0.69 0.21

じょうろ -0.06 -0.20 0.08 -0.16

ひしゃく -0.28 0.14 0.19 0.26
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